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■動機 望遠鏡を使うと、星雲を見ることができるが、それはいったいどのくらいの大きさな

のだろうか。また、その大きさと我々の周囲の星の見え方と比較するとどうなるのだろうか。

我々はそれを調べるために今回の研究を行った。 
■概要 星雲の物理量（距離、大きさ）をそこにある星の見かけの明るさと色を使って計算し

て求め、星雲について考察した。この研究は銀河学校 2014 での研究をまとめたものである。 
■観測 

 望遠鏡及び観測装置: 東京大学木曽観測所 105cm シュミット望遠鏡/KWFC 

 場所: 長野県木曽郡木曽町 

 対象: 観測した天体は以下のとおりである。Sh2-273, NGC2174は銀河学校以前に観測してあ

ったデータである。また、観測はすべて2014年に行われた。 
表1: 観測一覧 

天体名 M42 Sh2-311 Sh2-273 NGC2174 

観測日 3月25日 3月25日 3月14日 3月15日 

使用したバンド B, V Hα B, V Hα, [OIII] B,V Hα, [OIII] B, V 

露出時間 (s) 30 300 30 300 10 300 10 

 

■解析 

1. 標準星 TYC4959-856-1の明るさを基準として、観測する星雲の周りの星の見かけの明る

さを算出し、各星雲で HR 図を作成する。 

2. HR 図と主系列星のデータの比から、距離を求める。 

𝐿0 を既知である主系列星を地球から 10pc の距離に置いたと仮定したときの見かけの明る

さ(光度)、𝑅0をその天体と地球の距離、𝐿を観測する天体の見かけの明るさ、𝑅をその距

離とおく。すると𝐿0𝑅0
2 = 𝐿𝑅2  となる。これを解いて 𝑅 = 10(log10 𝐿0−log10 𝐿)/2𝑅0 (*)と距離

が求まる。 

 

10pc にある主系列星の HR 図と解析手順 1 で作った HR 図を比較した図を以下に示す。上

の(*)式の log10 𝐿0 − log10 𝐿 は明るさの差なので、HR 図の高さの差として求まる。 



 
 

3. 求めた距離を用いて、星雲の大きさを求める。 
 

 

 

■結果 
         表2: 調査した天体までの距離と大きさ 

天体 M42 Sh2-311 Sh2-273 NGC2174 

距離（光年） 1717 3000 978 326 

大きさ（光年） 11.5 22 5.2 2.8 

 
■考察  地球から最も遠い Sh2-311の大きさが最も大きく、最も近い NGC2174の大きさが最も小

さくなった。このことから、星雲は地球から遠い星雲ほど大きさが大きくなる傾向があるのか

もしれない。 
 また、観測した4つの星雲の大きさと太陽近傍の恒星3つ(αケンタウリ、ベテルギウス、北極

星)までの距離を比較し、それらの比を表に示す。  

地球から恒星との距離をそれぞれ、αケンタウリは4.3光年、ベテルギウスは640光年、北極

星は430光年である。 

表3: 調査した天体と身近な恒星に関する、地球から距離の比 

 M42 Sh2-311 Sh2-273 NGC2174 

αケンタウリ 2.67 5.11 1.2 6.6×10-1 

ベテルギウス 1.8×10-2 3.4×10-2 8.1×10-3 4.4×10-3 

北極星 2.7×10-2 5.1×10-2 1.2×10-2 6.6×10-3 
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図1: Sh2-273 HR図

Sh2-273 地球から10pcに置かれた主系列星
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𝑑 = 𝑙 tan 𝜃 ≒ 𝑙𝜃  (𝜃 ≪ 1) 


